
「 これからのモチベーション 」

教頭 中村 淳

校舎から見える山々は紫にかすみ、春の息吹きがたちこめているようです。すべてのも

のが躍動し、心身ともに蘇る気配が感じられる季節となりました。

先日、本校から２８９名の生徒達が第７１回生として巣立っていきました。今年度は新

型コロナウィルスの影響で、１，２年生の在校生は参列できずに少人数の式となりました

が、今まで以上に厳粛で素晴らしい卒業式となりました。現在、コロナウィルスの影響で

自宅待機など行動が制限され、地球規模で大混乱しています。これから社会に出て行く生

徒にとって、今まで以上に厳しい環境が予想されます。しかしこのような中でも瓊浦の誇

りを胸に、平常心をもって活躍してくれることを切に願っています。

さて、私事ではありますが、私も瓊浦高校を卒業することになりました。ここまで来ら

れたのも皆様のご協力の賜と、この場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございまし

た。本校にお世話になったのは、平成４年度からの２８年間です。長いようであっという

間の期間でした。私の教員生活は昭和６２年から国見高校と北陽台高校から始まります。

平成元年度に県に採用されて中学校に赴任しましたが、高校生に芸術系大学の進学指導を

したいとの思いから、３年間で退職しました。せっかく公務員に受かったのに、という思

いもありましたが、縁があって瓊浦に勤めることになりました。

平成４年当時、瓊浦は１､５００名を超える大規模校でした。始業式では体育館に入り

きれないほどの生徒数に圧倒されたことを、昨日のように思い出します。また、授業の進

め方が中学校と高校ではまったく違うので、多少戸惑いもありましたが、明るく素直な生

徒が多かったので、すぐに慣れることができました。特に作品を褒めたときに見せる、嬉

しそうな笑顔が印象的でした。ただどの学校にも「美術は苦手」という生徒はたくさんい
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第７１回卒業生の卒業記念品は、アルミ掲示

板、総合体育館３階のステージ中袖幕、記念樹

の３点です。卒業式当日、駐車場から総体２階

へと続く入口に設置された掲示板には、学年主

任山口敦先生からのメッセージが貼られていま

した。袖幕も、これまで

の物はかなり傷んでいた

のですが、すでに新品が

取り付けられています。

また、卒業式に先立って

２月２１日（金）に記念

植樹がおこなわれました。

記念樹は新元号「令和」

にちなんだ梅。卒業生は

各クラスの代表者が出席し、紅梅の苗木を植えま

した。卒業生からの贈り物を、末永く大切にして

いきたいと思います。

ます。本校でも失敗を恐れ、少し描いては消し、「才能がないから」とすぐにあきらめて

しまう生徒たちが多く見られました。「どのようにしたら、粘り強く取り組み、創作する

喜びを感じさせることができるか」これが高校での最大のテーマとなりました。

しかし、この「粘り強く、あきらめない気

持ち」を教えるというより、むしろ生徒から

教えられることの方が多かったように思いま

す。特に昨年のインターハイ。熊本で行われ

たハンドボール男子の３回戦で、前年度の全

国３冠を誇る強豪の氷見高校（富山）戦のと

きの勝利は衝撃的でした。一進一退の白熱し

た試合展開の中、体格の差をものともしない

生徒達の気迫あふれるプレーは、まさに「あ

きらめない気持ち」でした。この試合の記憶

は、これからの作品制作時のモチベーション

として、心に刻んでおきたいと思います。

私は今年「桜が岡」を去りますが、心はい

つもこの地にあります。瓊浦ファミリーの一

員としていつまでも瓊浦を応援しています。

長い間、ありがとうございました。
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令和２年３月１日、卒業証書授与式が

挙行されました。普通科１２２名、情報

ビジネス科５４名、機械科１１３名の、

計２８９名が新たな門出を迎える佳き日。

世界中で流行している新型コロナウイル

スの影響で、全員マスク着用、在校生の

出席なし、呼名なしなどの、制約の多い

簡略化された卒業式になりました。です

が、教員・生徒一同の真摯な取り組みに加え、たくさんの保護者の皆様に温かく見守って

いただいたことで、式は素晴らしいものとなりました。特に、北野真帆さん（情３Ｂ）の

熱涙に咽びながらの卒業生答辞は、高校３年間で関わってきたすべての人への感謝が強く

伝わるもので、多くの卒業生が心を揺さぶられている様子でした。

校長先生の式辞にあった二つの言葉。一つ目は「誠実であれ」。できるできないの前に、

他人と自分に誠実であれば、自分自身の力は必然的に磨かれます。二つ目は「失敗を恐れ

ず夢に向かって挑戦し続けてほしい」。学習活動や部活動など、この３年間で得たものを

胸に、それぞれの道の先にある夢に向かって諦めずに努力を続けてほしい。瓊浦高校の心

からの願いです。

大変な世の中の状況にも関わらず、当日はたくさんの保護者の皆様にご列席いただき、

ありがとうございました。これまでの多くのご支援・ご協力に対し、心より感謝申し上げ

ます。今後とも瓊浦ファミリーの一員として、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

新年度が始まりますが、引き続き新型コロナウイルス感染症対策にご協力をお願い

いたします。感染予防のために、あらためてご家庭でもお子様とご確認ください。内

容は、長崎県から出されたチェックリストを参考にしています。

◎ご家庭でご協力いただきたいこと

①必ず登校前に健康観察（検温等）をおこなう。

②発熱、のどの痛み等、風邪の症状がある場合は、登校せずに自宅で休養する。

③登校後に体調不良になった場合は、ご家庭へ連絡しますので、ご協力をお願いい

たします。

◎日常気をつけること

①石けん等による手洗いの徹底、咳エチケット等を守る。

②教室等ではこまめに換気する。

③授業中や昼休みの机の配置について、適当な距離を保つよう気をつける。

④体調が良くない時は、早めに申し出る。

⑤日頃から、十分に休養をとり、体力や体の抵抗力を高め、バランスのよい食事を

とる。

新型コロナウイルス感染症対策について

検定合格おめでとう！！
１月に行われた漢字検定、１・２月に行われた英語検定の結果が出ました。

【日本漢字能力検定】

準２級

森山 麻姫（普１Ａ） 宮上 晴空（普１Ｃ）

【実用英語技能検定】

２級

大浦 美蘭（普２Ａ）

準２級

西嶋 茂哲（普２Ａ） 太田黒 天（普１Ａ）

３級

江口 葵（普１Ａ） 片岡 莉一（普１Ａ）

杉山 詩音（普１Ａ） 森 紅凜（機１Ａ）

なお、２０２０年度の英語検定は５月２９日（金）、１０月２日（金）、２０２１年

１月２２日（金）に実施します。

卒業式


